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まにわまにわ
社協だより 20202020

月号月号22

　真庭市の高齢化率は、平成31年4月38.1％となり、
今後も上昇していくことが見込まれています。また、介護
保険サービスを利用する際の介護の必要度を示す「要
介護認定」で認定を受けた人の割合も緩やかに上昇し
ており、「住み慣れた地域での安心した生活」を支える
ために、介護保険サービスはますます重要になることが
考えられます。

　真庭市社協では、地域の介護ニーズに応えるため、落
合に南事業所、湯原に北事業所を配置し、市内全域で
介護サービスを提供しています。
　12月現在、訪問介護南・北事業所は、258名のご利
用があります。なかでも蒜山地域では唯一の訪問介護事
業所です。訪問介護では、食事・入浴・排泄などの「身
体介助」、掃除・洗濯・調理などの「生活援助」を提供
しています。

　いつも良くしてもらって、感謝しかないです。足が悪
いけぇ、ひとりじゃ風呂に入れんけんな。本当に助かっ
てます。
（息子さんより）
　「社協」がどんなところかわからなかったけれど、母
の介護などの必要がでてきて大切な所だという事が分
かった。母は、まだ頭はしゃんとしてるし、ヘルパーさ
んの支援も受けながら自宅での生活を支えていきたい
と思います。

3,4243,424（人）（人）

（年度）（年度）

【要介護等認定者数の推移】【要介護等認定者数の推移】

H22H22 H23H23 H24H24 H25H25 H26H26 H27H27 H28H28 H29H29

3,3183,3183,3103,3103,2933,293

3,1813,181

3,0693,069

2,9312,931
2,8832,883

第7期真庭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（平成30年3月）より

ご利用者の“ありがとう”

高まる介護ニーズに応える

地域での暮らしを
　　　 支える訪問介

護　地域での暮らしを
　　　 支える訪問介

護　

↑入浴前の血圧測定を受ける大西美弥子さんとヘルパー（川上）
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真
庭
市
の
地
域
福
祉
推
進
の
中
心
的

機
関
と
し
て
「
住
民
参
加
」「
住
民
主

体
」
の
原
則
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
市
民

が
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
穏
や
か
で
、

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

一
　
住
民
参
加
活
動
の
推
進

二
　
個
別
支
援
活
動
の
推
進

三
　
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
環
境
整
備

　
　
の
推
進
　　
　

　

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
第

三
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
平
成
29
年

か
ら
の
５
年
計
画
）
の
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
計
画
が
策
定
さ
れ
３
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
新
た
な
生
活
課

題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

経
済
的
な
貧
困
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、

地
域
で
生
活
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
あ

り
、
ま
た
孤
立
や
虐
待
、
権
利
侵
害
等

の
生
活
課
題
も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
今
日
的
な
生
活
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

○
生
活
困
窮
者
の
支
援

　

経
済
的
に
困
ら
れ
て
い
る
方
等
に
対

し
、
社
協
と
し
て
の
支
援
を
考
え
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
自
立
に
向
け
支
援

を
行
い
ま
す
。

第
三
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

見
直
し
の
概
要

○
ひ
き
こ
も
り
対
策

　

ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

学
び
の
場
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
区
社
協
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・

福
祉
委
員
な
ど
の
福
祉
関
係
者
や
地
域
住

民
に
呼
び
か
け
、
年
３
回
の
勉
強
会
を
行

い
地
域
の
理
解
を
進
め
、
実
態
把
握
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
実

施
し
て
い
る
「
ふ
く
し
巡
回
相
談
」
の
充

実
を
は
か
り
困
り
ご
と
へ
の
相
談
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

助
け
あ
い
会
議
や
相
談
支
援
か
ら
見
え

て
き
た
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
強
化
し
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
個
別
支
援
へ
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
住
民
の
権
利
擁
護
体
制
の
推
進

　
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
や
「
法

人
後
見
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、

判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
の
権
利
が
守

ら
れ
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
い
ま
す
。

認知症高齢者
５７．５％
23人

6人

精神障害者
２７．５％
11人

知的障害者
１５．０％

利用者の内訳

　

認
知
症
や
知
的
・
精
神
に
障
害
が
あ

り
、
判
断
能
力
に
低
下
が
あ
る
人
に
と
っ

て
は
、「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
」
を
実
現

す
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

　

真
庭
市
社
協
で
は
、「
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
」「
法
人
後
見
事
業
」
を
実
施

し
支
援
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

自
分
一
人
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
契
約

に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
不
安
な
方

や
、
お
金
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど

が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
害
な
ど
で
判

断
能
力
が
不
十
分
な
方
を
対
象
と
し
た
事

業
で
、
真
庭
市
で
は
、
12
月
現
在
、
40
人

の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
内
訳
を

み
る
と
、
認
知
症
高
齢
者
の
割
合
が
最
も

多
く
、
23
人
（
57
・
５
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
は
10
人
（
認
知
症
高
齢
者
９
人
、

精
神
障
害
者
１
人
）
が
、
新
た
に
契
約
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
事
業
は
、
契
約
内
容

を
理
解
で
き
る
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
契
約
内
容
が
理
解
で
き
ず
、
判
断

能
力
を
欠
く
状
態
に
あ
る
方
に
は
、『
成

年
後
見
制
度
』
な
ど
の
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

成
年
後
見
制
度

　

精
神
上
の
障
害
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
方
を
対
象
に
し
て
お
り
、
判

断
能
力
に
応
じ
て
後
見
人
を
家
庭
裁
判

所
が
選
び
ま
す
。

　

援
助
内
容
は
、財
産
管
理
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

真
庭
市
社
協
で
は
、
社
協
が
後
見
人

と
な
る
「
法
人
後
見
」
を
平
成
29
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
７
件
を
受

任
し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
は
、
今
後
も
高
齢
化
率
の
上

昇
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
等
に

よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
の
介
護

保
険
や
障
害
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
お
手

伝
い
す
る
権
利
擁
護
の
必
要
性
が
高
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
真
庭
市
社
協
本
所
ま
た

は
各
支
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

高
ま
る

権
利
擁
護
の
必
要
性

〜
「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
」
を
支
え
る
〜

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福
祉
活
動
を
通
じ
て

地
域
住
民
や
関
係
団
体
な
ど
が
主
体
と

な
っ
て
、
新
た
な
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
い
く
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
再
構
築

し
、
誰
も
が
地
域
で
役
割
を
持
ち
支
え

合
う
こ
と
で
、
地
域
で
孤
立
せ
ず
そ
の
人

ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
社
会
を
目
指
し
ま

す
。

【
基
本
方
針
】

【
基
本
目
標
】



【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

福
祉
活
動
に
活
か
し
ま
す
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【
本
　
所
】

吉
田
　
　
豊（
鍋
　
屋
　
香
典
返
し
）

光
岡
　
道
寛（
目
　
木
　
忌
明
け
）

桑
木
　
　
護（
草
加
部
　
忌
明
け
）

津
風
呂
輝
子（
久
　
世
　
香
典
返
し
）

榎
原
　
利
徳（
久
　
世
　
香
典
返
し
）

髙
井
　
直
也（
久
　
世
　
香
典
返
し
）

髙
井
　
直
也（
久
　
世
　
忌
明
け
）

藤
本
　
久
志（
富
　
尾
　
香
典
返
し
）

藤
本
　
久
志（
富
　
尾
　
忌
明
け
）

豆
原
　
太
郎（
五
　
反
　
香
典
返
し
）

豆
原
　
太
郎（
五
　
反
　
忌
明
け
）

【
北
房
支
所
】

岡
　
　
双
葉（
山
　
田
　
見
舞
返
し
）

髙
田
　
喜
行（
下
中
津
井
　
香
典
返
し
）

髙
田
　
喜
行（
下
中
津
井
　
忌
明
け
）

池
田
美
佐
雄（
下
呰
部
　
香
典
返
し
）

亡
久
松
匡
子

福
田
　
浩
子（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

宮
田
　
政
夫（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

大
森
　
政
司（
下
中
津
井
　
香
典
返
し
）

大
橋
　
一
巳（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

石
井
　
慎
五（
下
中
津
井
　
見
舞
返
し
）

中
川
　
幸
次（
上
呰
部
　
見
舞
返
し
）

常
浦
　
　
寿（
上
中
津
井
　
香
典
返
し
）

【
落
合
支
所
】

岡
　
　
四
郎（
上
　
山
　
香
典
返
し
）

田
中
　
　
均（
田
　
原
　
香
典
返
し
）

長
尾
　
　
勇（
　
関
　
　
香
典
返
し
）

亡
奥
山
喜
美
子

奥
山
　
　
仁（
旦
　
土
　
香
典
返
し
）

森
元
　
　
繁（
下
市
瀬
　
香
典
返
し
）

前
田
と
し
子（
下
　
方
　
香
典
返
し
）

岡
山
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

　
　
　
　
　（
開
　
田
　
篤
志
寄
付
）

岡
本
　
和
人（
落
合
垂
水
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

平
内
　
清
子（
高
田
山
上
　
香
典
返
し
）

山
﨑
　
一
信（
高
田
山
上
　
香
典
返
し
）

大
澤
　
哲
也（
勝
　
山
　
香
典
返
し
）

白
石
　
嘉
久（
勝
　
山
　
香
典
返
し
）

梅
原
　
照
明（
神
　
庭
　
香
典
返
し
）

國
本
　
博
昭（
本
　
郷
　
見
舞
返
し
）

榊
　
　
勝
昭（
真
　
賀
　
見
舞
返
し
）

水
島
　
敬
祐（
本
　
郷
　
香
典
返
し
）

水
島
　
敬
祐（
本
　
郷
　
忌
明
け
）

松
尾
　
直
樹（
勝
　
山
　
香
典
返
し
）

松
尾
　
直
樹（
勝
　
山
　
忌
明
け
）

古
南
　
真
吾（
勝
　
山
　
香
典
返
し
）

松
浦
　
浩
澄（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

竹
元
　
隆
志（
本
　
郷
　
香
典
返
し
）

【
美
甘
支
所
】

昭
和
一
七
会（
美
　
甘
　
篤
志
寄
付
）

植
田
　
展
弘（
台
金
屋
　
香
典
返
し
）

樋
口
　
　
博（
鉄
　
山
　
香
典
返
し
）

【
湯
原
支
所
】

濱
子
　
清
明（
下
湯
原
　
香
典
返
し
）

杉
村
　
和
明（
都
喜
足
　
忌
明
け
）

手
島
　
俊
二（
湯
原
温
泉
　
香
典
返
し
）

手
島
　
俊
二（
湯
原
温
泉
　
忌
明
け
）

浜
子
富
佐
子（
下
湯
原
　
見
舞
返
し
）

吉
田
　
幾
子（
見
明
戸
　
香
典
返
し
）

吉
田
　
幾
子（
見
明
戸
　
忌
明
け
）

【
中
和
支
所
】

定
雪
　
康
志（
蒜
山
下
和
　
香
典
返
し
）

片
田
浩
太
郎（
蒜
山
下
和
　
忌
明
け
）

【
八
束
支
所
】

河
村
満
里
子（
蒜
山
富
掛
田

　
見
舞
返
し
）

入
澤
　
泰
彦（
蒜
山
下
長
田

　
香
典
返
し
）

池
田
　
　
始（
蒜
山
下
見
　
香
典
返
し
）

池
田
　
文
宣（
蒜
山
富
掛
田

　
香
典
返
し
）

入
澤
　
鋭
之（
蒜
山
上
長
田

　
香
典
返
し
）

山
本
　
和
生（
蒜
山
上
長
田

　
香
典
返
し
）

志
賀
　
元
則（
蒜
山
下
見
　
香
典
返
し
）

【
川
上
支
所
】

岩
垣
　
寛
一（
蒜
山
西
茅
部

　
香
典
返
し
）

丸
山
　
貞
治（
蒜
山
西
茅
部

　
忌
明
け
）

石
原
　
義
敏（
蒜
山
西
茅
部

　
香
典
返
し
）

亀
山
　
昌
穂（
蒜
山
東
茅
部

　
香
典
返
し
）

合
　
計

九
十
万
二
千
円

寄
付
金 

十
二
月
三
十
一
日
〆

27日（木）
13日(木）
26日（水）
7 日（金）
12日（水）
20日（木）
7 日（金）

※相談は無料です。
　予約は必要ありません。 ２月の予定心配ごと相談所

北房
落合
久世
勝山
美甘
湯原
川上

（真庭市役所北房振興局）

（落合老人福祉センター）

（真庭市役所本庁舎）

（勝山保健福祉センター）

（真庭市役所美甘振興局）

（真庭市役所湯原振興局）

（川上老人福祉センター）

  9時～12時

  13時～16時

  9時～12時

　暮らしや家族に
関する不安ごと、
福祉についての相
談など日常のさま
ざまな心配ごとに
ついて相談を受け
付け、解決に向け
て支援します。
※秘密は固く守
られます。

お気軽にご相談ください

【
本
所
】

㈲
末
廣
屋
サ
ン
エ
イ
チ

西
谷
会
計
事
務
所

　
市
内
の
地
域
福
祉
活
動
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

特
別
会
員一覧

【
敬
称
略
・
50
音
順
】

真庭市社会福祉協議会への寄付は、
税額控除の対象となります‼ 

〈控除対象となる期間・寄付〉
　平成31年1月1日から令和元年12月31日 
までの真庭市社協に対する個人の方からの
寄付金（見舞返し、香典返しなど） 
〈確定申告時に必要な書類〉
　「受領書（預託者証）」または「寄付金受領
証明書」及び、「税額控除に係る証明書(受付
時にお渡ししたもの)」

真庭市社会福祉協議会 正職員募集!!
採用職種

応募資格
介護職員、看護職員、介護支援専門員

申込方法・締切日
　社協本所・各支所に用意している所定の様式で
申し込みください。(ホームページからも様式のダ
ウンロード可）
　申込締切：2月7日（金）必着

申込・お問い合わせ

社協本所 総務企画課　電話（0867）42-1005

　昭和35年4月2日以降に生まれた人で、上記採用
職種いずれかの資格を有する方。又は、入社後、介護
資格の取得に意欲のある方。

契約職員・パート職員も随時募集中です！

★給与・福利厚生については、ホームページに
　記載しています。

◆
令
和
元
年
台
風
第
19
号

（
中
央
）

（
協
）
落
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
サ
ン
プ
ラ
ザ

災
害
義
援
金
寄
付
者

【
敬
称
略･

受
付
順
】(

12
月
31
日
〆)

※

（
　
）
内
は
共
同
募
金
会
名
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美
甘
支
所
通
信

　

美
甘
地
区
社
協
で
は
平
成
25
年
度
か

ら
、
地
区
社
協
活
動
に
つ
い
て
地
域
の
方
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
地
区
社
協
だ
よ
り

「
き
ず
な
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。
年
１
回
、

１
月
１
日
に
発
行
し
、
美
甘
地
域
全
戸
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
は
、
地
区
社
協
役
員
８
名
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
年
に
３
回
か
ら
４
回
集

ま
り
、
掲
載
内
容
や
構
成
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。
掲
載
記
事
の
作
成
や
写
真
撮
影

を
各
委
員
が
分
担
し
、
誌
面
作
り
を
し
て

い
ま
す
。

　

内
容
は
、
地
区
社
協
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

を
祝
福
す
る
訪
問
活
動
の
紹
介
や
社
協
美

甘
支
所
の
行
う
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

他
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の

様
子
を
紹
介
す
る
な
ど
、
身
近
な
情
報
の

掲
載
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

美
甘
地
区

　
社
協
だ
よ
り

「
き
ず
な
」発
行

美
甘
地
区

　
社
協
だ
よ
り

「
き
ず
な
」発
行

広報担当の
つぶやき

春の気配を感じ始める「立春」。2020年は2月4日ですが、うるう年の関係で、2021
年は2月3日が立春になるそうです。暖かい春が待ち遠しいですね。

真庭市社協HP

　

広
報
委
員
の
山
岡
宏
光
さ
ん
（
地
区
社

協
会
長
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

問　

広
報
委
員
を
さ
れ
て
い
か
が
で
し
た

か
？

答　

広
報
委
員
か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見
が

出
て
、
掲
載
内
容
を
決
め
る
だ
け
で
な

く
、
意
見
交
換
の
場
に
も
な
り
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

問　

出
来
上
が
っ
た
感
想
は
？

答　

誌
面
づ
く
り
に
携
わ
り
、
今
ま
で
分

か
ら
な
か
っ
た
地
区
社
協
活
動
の
内
容
に

つ
い
て
、
少
し
で
す
が
分
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

問　

今
後
は
ど
ん
な
内
容
を
掲
載
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

答　

こ
れ
か
ら
も
地
区
社
協
活
動
を
地
域

の
方
に
紹
介
す
る
他
、
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
や
貸
し
出
し
車
両
な
ど
、
真
庭

市
社
協
の
事
業
も
取
り
入
れ
て
い
き
、

地
域
の
方
に
役
立
つ
広
報
誌
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

↑４頁、カラー刷りです。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

福
祉
車
両

　
　（
車
イ
ス
仕
様
車
）

福
祉
車
両

　
　（
車
イ
ス
仕
様
車
）

　

真
庭
市
社
協
は
、
車
イ
ス
に
乗
っ

た
ま
ま
移
動
で
き
る
福
祉
車
両
の
貸

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
車
両
は
、
本
所
・
勝
山
・
湯
原
・

八
束
支
所
に
各
一
台
保
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
車
両
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
車
イ
ス
を
ご
利
用
の
方
の
移
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
介
護
す
る
方
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
車
イ

ス
を
利
用
し
、
車
の
シ
ー
ト
へ
の
乗
り

移
り
が
難
し
い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　

通
院
や
買
い
物
、
外
出
等
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

真
庭
市
に
住
所
を
有
す
る　
　
　

　

・
車
イ
ス
使
用
者
の
家
族　
　
　

　

・
車
イ
ス
使
用
者
を
移
送
す
る

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

県
内
ま
た
は
貸
出
支
所
、
本
所

を
起
点
と
し
、
片
道
50
㎞
の
範
囲

内
で
ご
利
用
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
連
続
利
用
は
４
日
間
可

能
で
す
が
、
車
両
数
の
関
係
上
、

必
要
日
数
で
の
利
用
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

利
用
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
予
約
可

能
で
す
。
お
近
く
の
社
協
本
所
・
支

所
に
、
車
両
の
空
き
状
況
を
お
問
合

せ
の
う
え
、
車
両
利
用
申
込
書
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

　

車
両
の
操
作
説
明
、
貸
出
と
返

却
は
、
車
両
を
保
有
し
て
い
る
本

所
・
支
所
で
行
い
ま
す
。

＊
車
両
利
用
申
込
書
は
社
協
支
所

に
準
備
し
て
い
ま
す
。
社
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
し
た
燃
料
費
を
負
担
い
た
だ

き
ま
す
。
車
両
返
却
時
の
給
油
と
清

掃
、
運
行
日
誌
の
記
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

↑軽自動車N-BOX（八束支所保有）

利
用
対
象
者

利
用
範
囲

利
用
手
続
き

利
用
に
あ
た
っ
て

寄
付
金
が
活
か

さ
れ
て
る
よ
‼


